



著者 得居  千照





























































































   海岸沿いの陸地が延長 480ｍ、最大巾約 60ｍ、面積約２万㎡にわたり浸食され
た上、内浦港においても著しい海底地形の変化が生じ、水深３～４ｍあった所が
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年齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 






















おり、保小連携プログラムだけでなく交流   写真１ イキイキ体操での交流 

















































































































































  誕生日会、歌、 
  言葉遊び 
11：30～ 給食 給食（12：30～） 給食 
12：40～ 午睡 午睡（13：00～） 午睡 
15：00～ 目覚め 目覚め 目覚め 
15：15～ おやつ おやつ おやつ 























写真２ 朝の室内遊びの様子       写真３ リトミックを行う様子 











写真４ 園庭で虫を探す様子          写真５ 散歩の様子 
































































































 保育士Ａ 保育士Ｂ 保育士Ｃ 
保育士経験 15年以上 粟島で３園目 １年未満 
粟島での勤務歴 15年以上 ３年 １年未満 
粟島での居住歴 15年以上 ３年 １年未満 
年齢 30代 30代 30代 
性別 女性 男性 女性 
（聞き取り調査をもとに筆者作成） 
 
保育士Ａ：昔は、園の周りにちょっとした畑があって、サツマイモだとかひまわりと
かコスモスが自然とあった。けれど、今は砂場とプランターがあるぐらいで。畑をや
りたいというのがあって。保育園の周りにも畑がないので、どうしようかと思ってい
たら、学校の裏で課して下さる方がいて。土に触れさせたいと思っていたから、サツ
マイモの苗を一緒に植えて。１・２回草取りや水やりをやって、収穫したんですけど。
最終的にはクッキングまでいきたいんですけど、やっぱり小さい子多いので。学校の
方も授業があって、かち合うのが難しくて。 
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まず、保育士Ａが捉える保小連携プログラムについてである。保育士Ａは粟島浦村
保育園での勤続年数も長いため、これまでの保育園の様子を語っている。以前は、自
然との触れ合いとして、一人一鉢用意し、ひまわりの種を植えたり、園の入り口に朝
顔の種まいて、朝顔のつるをはわせるほか、ミニトマトやナス、オクラなどをプランター
で育てることができるようなものに取り組んでいたという。そこには、畑で作物を育て、
土に触れること、その先にある食育までつなげたいという保育士Ａの思いが見られる。 
 
保育士Ｂ：土いじりは子どもは好きだし、楽しいからいいと思います。ただ、意識を
持って、お芋を植えて、出てきたら大きくなったら食べれるんだーっていうところま
で至ってないのかな。土に触れたり、雑草抜いたり、それが楽しいっていうぐらいで。
ただ一応は、お芋植えたら、こうなるんだよ、とか。昨年もやったよねーとか。その
ときどうなった？という風にいろいろと想像を掻き立ててはいたんですけどね。ただ、
土いじってるって感覚ぐらいなのかなと思うけれど、これはすごい大切だなって思い
ます。 
 
 次に、粟島浦村保育園だけでなく、他の園での保育の経験がある保育士Ｂが捉える
保小連携プログラムである。保育士Ｂは、年長組を担当していることからも異年齢保
育における遊びの工夫の術を多く見に付けており、サツマイモの取り組みについても、
園児がどこまでの認識をもって自然体験活動を行っているのかに着目している語りを
みることができる。その際、園児に対して「昨年もやったよね」「そのときどうだった？」
などという問いかけにより、園児の創造力を引き出す工夫を行っていることが分かる。 
 
保育士Ｃ：サツマイモを作るという過程が、たとえば春からあって、10月収穫になる
と思うんですけど。たぶん長期にわたると思うので。そういうプロセスというか、段
階を経て、こういうのがこういう風になるんだっていう。こういうことって、学校に
入ってからも大事だと思うんで。継続してなにかをやるとか。なにかが始まったら、
なにかが終わっていく、みたいな。 
 
 最後に、保育士Ｃが捉える保小連携プログラムである。保育士Ｃは、粟島浦村保育
園が初めての保育園での勤務であり、保育経験が少ない保育士である。しかし、保小
連携に関しては、継続性に着目し、サツマイモの取り組みの意義を見出していること
がわかる。保育士Ｃは、保育園での学びと小学校での学びには教育するという面で違
いがあることを指摘しながらも、サツマイモを植える経験が、プロセスや段階を学ぶ
良いきっかけになっているのではないかと捉えている。 
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Ⅴ．おわりに 
本稿の目的は、離島の幼児教育の視点から保小連携プログラムの実態を明らかにす
ることであった。最後に、小山（2008）が示した保幼小連携を考える上での３つの課
題、すなわち、①上向き指向・一方通行の関係性からの脱却、②地域性の崩壊による
保幼小連携の難しさ、③保幼小連携のための時間の設定の観点から、粟島浦村保育園
と粟島浦小学校生活科が取り組む自然体験活動を通した保小連携プログラムを考察し、
離島の幼児教育における保小連携プログラムの可能性を示したい。 
 まず、「上向き指向・一方通行の関係性からの脱却」についてである。小山（2008）
は、これまで、さまざまな学校間での連携を考える際、上から下への強い要求をしが
ちであり、また、保幼小連携の問題は保育所、保育園、幼稚園の問題であるという一
方通行の関係性が存在すると指摘している。本稿で取り上げた、保小連携の在り方は、
これまで小学校から、幼児レースやなわとび大会の見学、粟小フェスティバルへの参
加は呼びかけられることはあるが、保育園側からの取り組みがなかった背景を考えた
ときに、双方向からの保小連携の可能性が拓かれた取り組みであると言える。 
 次に、「地域性の崩壊による保幼小連携の難しさ」についてである。粟島には、保育
園と小学校が１つずつしかなく、地域住民との関係も密である。そのことは、本稿が
取り上げた保小連携プログラムが地域住民の畑の提供や畝づくりの協力など、地域住
民の声をきっかけに動き出したことからも言える。 
 最後に、「保幼小連携のための時間の設定」についてである。これまで、粟島浦村保
育園と小学校は、卒園児の状況を確認するため年に２回の職員同士の会議が設定され
てきた。今後、教員同士での連携とともに子ども同士の関わりを重視した、サツマイ
モの取り組みを生活科のカリキュラムへ導入していくかについては、課題が残る。今
後、如何に保小連携の学びをカリキュラムの中に位置づけていくのか課題である。し
かし、得居（2017）からも明らかなように「野菜を育てる」学習は生活科の中に十分
に位置づくことができる取り組みである。 
 本稿では、離島の幼児教育の視点から保小連携プログラムの実態を明らかにするこ
とを通して、保幼小連携の重要性が注目される中、連携のために関係をつなぐのでは
なく、保育士の思いから始まる保小連携の在り方を提示することにつながった。 
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